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第４回性差に基づく科学技術イノベーションの検討小分科会



１）心の性差を検証した先行研究の紹介

２）心の性差に関する研究の誤った引用

３）学習能力の性差に関する基礎的研究

発表内容



運動機能① ♂ ＞♀

ダーツ投げ課題

Watson & Kimura, 1991; Hall and Kimura, 1995より改変

ボール受け止め課題

標的当て課題

男性が女性よりも成績が良いことが報告さ
れている。幼児期から性差が認められ、ホ
モセクシュアルの男性と女性の成績が類似
していることから、遊びの経験や体型の違
いでは説明でき名知いとされている。



運動機能② ♂＜♀

パーデュー・ペグボード

Hall and Kimura, 1995; Nicholson and Kimura, 1996より改変手の形課題（a）・指開き課題（b）

女性が男性よりも成績が良いことが報告さ
れている。幼児期から性差が認められ、体
型の違いでは説明できないとされている。



知覚機能① 視覚

項目 性差 文献

視野の広さ ♂ ＜ ♀ Burg, 1968

視力 ♂ ＞ ♀ Burg, 1966

臨界フリッカー融合閾値 ♂ ＜ ♀ Ginsburg et al., 1982

色感覚（言語？） ♂ ＜ ♀ Woodworth and Wells, 1911; 
Kimura et al., 1996

錯視の易生起性 ♂ ＜ ♀ Dewar, 1967

奥行き知覚 ？ Gwiazda et al., 1989;
Peterson, 1993; Joseph, 1996; 

知覚速度 ♂ ＜ ♀ Smith, 1967; Ekstrom et al., 1976

社会的知覚 ♂ ＜ ♀ Hall, 1984



知覚機能② その他の知覚 ♂＜♀

項目 性差 文献

最小純音可聴閾値（聴覚） ♂ ＞ ♀ McGuinness, 1972

味覚 ♂ ＜ ♀ Velle, 1987

嗅覚 ♂ ＜ ♀ Velle, 1987

触覚 ♂ ＜ ♀ Ghent-Braine, 1961;
Weinstein and Sersen, 1961; 

視覚以外の知覚機能は、女性が男性よりも鋭敏であることが報告されている。



空間能力① 空間的な定位 ♂ ＞♀

心的回転課題

Watson and Kimura, 1991; Collins and Kimura, 1997より改変

カメラ角度課題

二次元時計課題

空間的な定位（異なる角度や視点から風景
を認識する能力）については、男性が女性
よりも成績が良いことが報告されている。
生物学的要因のほかに経験の影響もある。



空間能力② 空間の位置の記憶 ♂＜♀

Silverman & Eals, 1992より改変

物体位置記憶課題

空間の位置の記憶については、女性が男性よりも成績が良いことが報告されて
いる。ただし、これまで物がなかった場所に物を置くと性差は認められない。



空間能力③ 空間的な視覚化 ♂ ＞♀

Ekstrom et al., 1976; Psychological Corporation, 1972より改変

空間的な視覚化については、男性が女性よりも成績が良いことが報告されている。

折り紙課題

空間関係課題



Educational Testing Service, 1975より改変

埋没図形発見課題

空間能力④ 埋没図形の発見 ♂ ＞♀

埋没図形の発見については、男性が女性よりも成績が良いことが報告されている。



Vasta et al., 1993; Robert and Harel, 1996より改変

空間知覚については、男性が女性よりも成績が良いことが報告されている。
また、年齢や専攻（文系・理系）の影響も受けない。

空間能力⑤ 空間知覚 ♂ ＞♀

棒－枠組み課題 水位課題



https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A1%E3%82%BF%E3%82%A2%E3%83%8A%E3%83%AA%E3%82%B7%E3%82%B9#cite_note-SUNY-1

心の性差を検証した先行研究では、研究間で一致しない報告が多いため、メタ
アナリシス（複数の研究結果に基づき、主にそれぞれで得られた統計的分析の
結果を統合・比較することで、より高い見地から分析する手法）をもとに、慎
重に理解を進める必要がある。

１のまとめ：エビデンスの水準

Garbage In, Garbage Out
（ゴミを入れたら、ゴミが出てくる）



医学部入試における不適切な事案

文部科学省HP（https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2019/06/25/1409128_014_1.pdf）



医学部入試における面接評価基準問題

Cohn, 1991

• メタ分析手法（複数の研究結果に基づき、主にそれぞれで得ら
れた統計的分析の結果を統合・比較することで、より高い見地
から分析する手法）を用いて児童期から成人期までのパーソナ
リティ発達と男女差を検討したものである。

• ここで用いられているパーソナリティモデルは、Loevingerの
自我発達段階モデルと呼ばれるものであり、より望ましいパー
ソナリティの完成に向けていくつかの段階を想定している。

• この自我発達の程度は，Washington University Sentence
Completion Test（WUSCT）と呼ばれる文章完成法検査に
よって測定されている。

• この検査による得点が低いことは、衝動性の高さ、青年期の妊
娠の可能性、権威主義的傾向の高さ、逸脱行動の高さ、道徳的
理解の低さなどに関連するとされている。

• 全体としてこの得点が高いことは、青年期において社会的に適
切な行動をとりやすいことを表しており、それがいわゆるコ
ミュニケーション能力を測定するものではない。



医学部入試における面接評価基準問題



医学部入試における面接評価基準問題



https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A1%E3%82%BF%E3%82%A2%E3%83%8A%E3%83%AA%E3%82%B7%E3%82%B9#cite_note-SUNY-1

心の性差を検証した先行研究では、研究間で一致しない報告が多いため、メタ
アナリシスをもとに、慎重に理解を進める必要がある。しかし、そのメタアナ
リシスの結果を読む側のサイエンスリテラシーを向上させる必要がある。

２のまとめ①：誤引用はサイエンスリテラシーの問題

Garbage In, Garbage Out
（ゴミを入れたら、ゴミが出てくる）

リテラシー不足

Evidence In, Garbage Out
（証拠を入れても、ゴミが出てくる）



日本心理学会における取り組み

日本心理学会HP（https://psych.or.jp/authorization/citizen/）



シチズンサイエンスとは？



シチズンサイエンスとは？



シチズンサイエンスとは？



若手アカデミーの取り組み

http://210.149.141.38/ja/info/kohyo/kohyo-24-t297-2-abstract.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/6honbun.pdf



日本心理学会HP（https://psych.or.jp/qualification/）

日本心理学会における取り組み



日本心理学会における取り組み



日本心理学会におけるシチズンサイエンスの展開

日本心理学会では市民の認定心理士が相互交流を促進し、心理学の知見の普及、研究者主導型プロジェクトへの
ビッグデータの提供、認定心理士による自由な研究活動を行い、質の高いシチズンサイエンスを展開している。

認定心理士（シチズン）
同士の相互交流

心理学者
日本心理学会（アカデミア）

研究活動
・ビッグデータの提供
・社会動向に縛られない
自由な研究活動による
データの創出

アウトリーチ
・講演会開催
・ワークショップ開催
・勉強会開催

など

心理学の
知見の普及

心理学の
知見の普及

大会での発表を奨励！
シチズンサイコロジスト向けの
賞を創設！

市民 市民
市民 市民

市民 市民

認定心理士による
より質の高い貢献！



https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A1%E3%82%BF%E3%82%A2%E3%83%8A%E3%83%AA%E3%82%B7%E3%82%B9#cite_note-SUNY-1

心の性差を検証した先行研究では、研究間で一致しない報告が多いため、メタ
アナリシスをもとに、慎重に理解を進める必要がある。しかし、そのメタアナ
リシスの結果を読む側のサイエンスリテラシーを向上させる必要がある。シチ
ズンサイエンスは、その一助となる。

２のまとめ②：シチズンサイエンスは市民のサイエンスリテラシーを高める

Garbage In, Garbage Out
（ゴミを入れたら、ゴミが出てくる）

リテラシー不足

Evidence In, Garbage Out
（証拠を入れても、ゴミが出てくる）

リテラシー向上
↑

シチズンサイエンス



これまでの研究（研究のスタンス）

ヒトのモデルとしての
動物心理学研究

モデル動物

モデル動物を対象に行動解析、生物学的解析を展開

得られた研究結果をヒトの心の理解へとつなげる



空間学習機能を測定する放射状迷路課題は雄が得意

研究テーマ：
生後の環境が個体の学習機能に与える性別特異的影響の検討

放射状迷路
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*

Endo et al., 1994; Takase et al., 2005, 2008 より改変

https://www.youtube.com/watch?v=LU36985DlMk


Jones, 2003 より改変
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空間学習機能を測定する課題

Morris water maze

World map knowledge

Route learning

Computer-generated maze

Mental rotation

Way-finding

Tolman sunburst maze

Symmetrical maze

Morris water maze

8-arm radial maze

Morris water maze

Tolman sunburst maze

8-arm radial maze

Symmetrical maze

17-arm radial maze

Spatial delayed recognition span test

多くの研究が空間学習機能の性差の存在を示唆している



臨界期
（胎生12～24週齢）

臨界期
（生後0～5日齢）

性ホルモンの形成作用が性差を生む？

遺伝的性が空間学習機能の性差を生む？

SRY遺伝子が引き起こす
脳の性分化（形成作用）



アンドロゲン

エストロゲン

性ホルモンの活性作用が性差を生む？

遺伝的性が空間学習機能の性差を生む？

成体期の性ホルモンの血中濃度（活性作用）

♂ ＞ ♀

ヒト 1030 ng/dl ＞ 85 ng/dl

ラット 1.5 ng/ml ＞ 0.5ng/ml

♂ ＜ ♀

ヒト 49 pg/ml ＜ 325 pg/ml

ラット 20 pg/ml ＜ 60 pg/ml

//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/c/ce/Testosteron.svg
//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/0/00/Estradiol.svg


環境が空間学習機能の性差を生む？

生後の環境が個体の空間学習機能に与える性別特異的影響を検討



水 餌

ケージの大きさ ケージメイト

環境が空間学習機能の性差を生む？



粉餌

餌

固形餌

環境が空間学習機能の性差を生む？



Takase et al., 2005, 2008

Males Females Males Females

環境が空間学習機能の性差を生む！



Na+ Na+

Ca2+

Mg2+ グルタミン酸NMDA受容体 AMPA受容体

学習＝シナプスの促通性の変化＝長期増強

学習の生物心理メカニズム



長期増強の振幅は雄性ラットの方が雌性ラットに比べて大きい
(Maren et al., 1994, 1995)

雄性ラットの海馬は雌性ラットに比べて長期増強が起こりやすい
(Yang et al., 2004)

海馬の長期増強には性差がある ♂ ＞♀



アセチルコリン ドーパミン

長期増強を引き起こしやすくする神経伝達物質

海馬



アセチルコリン

海馬

仮説

アセチルコリン: ♂>♀？？？
↓

長期増強: ♂>♀
↓

空間学習機能: ♂>♀

仮説：海馬のアセチルコリン量の性差が空間学習の性差を生む



アセチルコリン

海馬

仮説

アセチルコリン: ♂＝♀？？？
↓

長期増強: ♂＝♀？？？
↓

空間学習機能: ♂＝♀

仮説：環境が海馬のアセチルコリン量に影響を与える



海馬

中隔核
ブローカの対角帯核

仮説

アセチルコリン: ♂>♀？？？
↓

長期増強: ♂>♀
↓

空間学習能力: ♂>♀

仮説

アセチルコリン: ♂＝♀？？？
↓

長期増強: ♂＝♀？？？
↓

空間学習能力: ♂＝♀

仮説：環境が海馬のアセチルコリン量に影響を与える



ACSF

ACh

ACh

ACh

ACh

ACh

ACh

人工脳脊髄液
（ACSF）

アセチルコリン
（ACh）

in vivoマイクロダイアリシス法による測定



Takase et al., 2008 Physiol Behav

海馬のアセチルコリン量の性差が空間学習の性差を生む

Males Females Males Females

環境が空間学習機能の性差を生む？？？
Takase et al., 2005, 2008



性ホルモンの形成作用が海馬のアセチルコリン量の性差を生む

Mitsushima, Takase et al., 2009

活性作用消失

活性作用消失
活性作用
効果なし

形成作用効果あり！！



性成熟後に海馬のアセチルコリン量の性差が生まれる

Takase et al., 2014. Scientific reports 

空間学習機能は形成作用によっても環境の影響によっても性差が生まれる
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性成熟前 性成熟後

♂

♀

研究結果のまとめ

性成熟後の通常の飼育環境が形成作用を顕在化させ、
空間学習能力の性差を生む



https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A1%E3%82%BF%E3%82%A2%E3%83%8A%E3%83%AA%E3%82%B7%E3%82%B9#cite_note-SUNY-1

心の性差を検証した先行研究では、研究間で一致しない報告が多いため、メタアナリシス
をもとに、慎重に理解を進める必要がある。しかし、そのメタアナリシスを構成する個々
の研究について慎重な検討が必要である。さらに、そのメタアナリシスの結果を読む側の
サイエンスリテラシーを向上させる必要があり、シチズンサイエンスは、その一助となる。

3のまとめ：エビデンスの水準確保とリテラシー向上が性差研究の社会実装の課題

Garbage In, Garbage Out
（ゴミを入れたら、ゴミが出てくる）

リテラシー不足
リテラシー向上

↑
シチズンサイエンス

Garbage In, Garbage Out
（ゴミを入れたら、ゴミが出てくる）


